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長崎市立病院機構病院事業債管理特別会計につぃて

①設置の目的

地方独立行政法人長崎市立病院機構に係る病院事業債に関する収入及び支出を管
理する特別会計

②根拠法令等

ア地方独立行政法人は長期借入金及び債券発行をすることができない。ただし、設

立団体からの長期借入金については、この限りでない。

【地方独立行政法人法第41条第4項】

イ設立団体は地方独立行政法人への長期貸付金に対する地方債を借入れるため特

別会計を設置すること

【総務省地方債同意等基準運用要綱】

③病院事業債の流れ

借入先
0
 
0



2 総括表

款項

1分担金及ぴ負担金

1 負担金

1 公債費負担金

元金

利子

2 諸収入

1 貸付金元利収入

長崎市立病院機構
貸付金元利収入

元金

利子

科

▲932,000 ▲刀.フ

'932,000 ▲刀.フ

▲932,000 ▲7フ.フ

歳

31年度
当初予算額

A

トコ

入

構成
比率

千円

111,791

111,791

111,791

刀,221

34,570

509,113

509,113

509,113

444,4的

64,614

268,000

30年度
当初予算額

B

30.1

%

12.6

千円

111,791

111,791

111,791

75,441

36,350

915,839

915,839

915,839

875,484

40,3砧

1,200,000

1,200,000

1,200,000

差引増減額
A B

3 市債

1 市債

1 長崎市立病院機構貸付債

12.6

12.6

8.フ

3.9

57.3

1,200,000

1,200,000

1,200,000

対
前年度
伸率款項

千円 %

57.3

1,780 2.4

▲1,780 ▲4.9

▲406,726 ▲44.4

'406,726 ▲44.4

1 公債費

1 公債費

1 元金

科

57.3

50.0

フ.3

30.1

2,227,630 ▲1,338,726 ▲60.1

268,000 30.1

268,000 30.1

▲406,726 ▲44.4

▲430,985 ▲49.2

24,259 60.1

'932,000 ▲刀.フ

'932,000 ▲刀.フ

'932,000 ▲刀.フ

31年度
当初予算額

A

2 利子

出

構成
比率

888,904 100.0 2,227,630 ▲1,338,726 ▲60.1

千円

620,904

620,904

521,720

99,184

30年度
当初予算額

B

%

69.9

千円

1,027,630

1,027,630

950,925

76,705

2 長崎市立病院機構貸付金

長崎市立病院機構
貸付金

1 長崎市立病院機構
貸付金

69.9

差引増減額
A B

58.フ

30.1

888,904 100.0

千円

▲406,726 ▲39.6

▲406,726 ▲39.6

▲429,205 ▲45.1

対
前年度
伸率

11.2

%

22,479

268,000

2能,000

2飴,000

升

30.1

29.3

目
目 目



3 病院事業債の内訳

区

建物旧市民病院分

旧長崎みなとメディカルセンター
建物

成人病センター分

長崎みなとメディカルセンター分建物・用地

斗

移地
行方
前独
病立
1兀イ子
事政
業法
債人

ノ＼

0コ

旧市民病院分

旧長崎みなとメディカルセンター
成人病センター分

フ,793,023

1,702,559

9,495,582

9,497,707

11,109,425

フ,917,514 68,000
長崎みなとメディカルセンタ・「分

200,0001,746,683

小計 268,0009,664,197

升 268,0009,674,206

き十
^

268,00011β63,145

※償還終期見込は借入年度ごとに異なるため、全体の最終償還終期年度を記載

平成30年度末
現在高見込額

47,932

平成31年度中
起債見込額

設備

設備

建物

設備

31,087

1,609,920

1,688,939

平成31年度中
元金償還見込額

フ,443

10,009

平成31年度末
現在高見込額

40,489

4,605

65,173

フフ,221

(単位:千円)

償還終期
見込※

H36年度

H30年度

H32年度

H58年度

H36年度

26,482

1,544,747

1,611,718

7β84

H36年度

192,491

244,124

436,615

444,499

521,720

H53年度

2,125

長
崎
市
立
病
院
機
構
貸
付
債



4 長崎市立病院機構貸付金に係る主な施設信測蒲整備

(1)周産期施設・設備整備 118,000千円

ア目的

地域周産期母子医療センターとして、ハイリスク出、産.や未熟児に対する医療を充実させるため。
イ整備理由

・入院期間の長期化

早産児への対応が可能になったことに伴い、入院期間が長い患児力赴曽え、MCUが満床の状態力泳売いている。
・施設の狭艦化

複数台の人工呼吸器の設置や十分な処置スペースを確保する必要があるが、現在の診療スペースでは手狭にナ、ている状ヤ、
ウ整備内容

(ア)病床機能変更

病床種別 増減

MCU 俳斤生児特定集中治療室) 十3

GCU (新生児治療回復室)

数量(式)

15

(イ)医療機器整備

品名

ベットサイドモニタリングシステム

酸素,圧縮空気ブレンダ流量計

新生児用シリンジポンプ

新生児用べッド

新生児用人工呼吸器

新生児蘇生装置

新生児黄痘光線治療器

現在

6床

10床

整備後

9床

6床

用途

患者の血圧、脈拍などのバイタルサインを表示する装置

医療用の酸素ガスと圧縮空気を混合し、・設定流量の混合ガスを供給する装置

ディスボーザブル注射筒を使用して連続微量輸液を一定の速度で投与する装置
新生児が使用するべッド

患者の肺に空気または酸素を送って呼吸を助けるための装置

集中看i萎処置から新生児の蕪生までトータルにサポートする多機能な開放型保育器
新生児黄痘の原因である高ビリルビン血症の治療を行う機器
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(2)その他の設備整備

1 部位別体成分分析装置 体の測定と分析のための装置

放射線治療を実施するにあたって、患者画像情報から3次元の画像
2 3次元放射線治療計画システムでの画面操作によって、治療計画をシミュレーションまたはプランニン

グする装置

超音波を用いて人体内の臓器等を観察診断する装置

品名

150,000千円

3 超音波画像診断装置

4 内視鏡システム

5 自動錠剤分包機

6 麻酔器

フファイバースコープ

8 心臓血管外科用手術台

用途

カメラを内蔵した先端を人体内部に挿入し、モニターで観察する装置

9 医療情報統合閲覧システム

錠剤薬を自動で分包する装置

手術時、患者の呼吸管理と麻酔管理を行う装置

腹腔・胸腔に挿入し、術部の検査と診断を行う装置

手術台

数
(式)

処方・医師記録等の各種記録及びCT・MRI・内視鏡等の各種画像
データを同一画面に表示して閲覧するための情報システム

備考

糖尿病・内分泌内科

放射線部

消化器内科

泌尿器科

薬剤部

2 手術部

呼吸器内科、消化器内科

心臓血管外科

事務部(医療情報システム
運営委員会)


